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歴
史
的
に
も
経
済
的
に
も
密
接
に
関
係
し

て
き
た
東
北
と
北
海
道
。東
日
本
大
震
災
支

援
を
通
じ
て
両
地
域
間
の
親
交
は
深
ま
っ
て

お
り
、平
成
25
年
度
の
北
海
道
新
幹
線
新
函

館
開
業
や
、札
幌
延
伸
（
２
０
３
６
年
開
通

予
定
）に
よ
る
時
間
距
離
の
縮
小
な
ど
に
よ
っ

て
、一
層
の
関
係
緊
密
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、東
北
六
県
商
工
会
議
所
連

合
会
と
北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会
で
は
、

両
地
域
の
更
な
る
経
済
交
流
促
進
を
目
的

に
、両
地
域
の
企
業
約
２
０
０
０
社
の
協
力

の
も
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。

　
本
号
で
は
、そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

相
互
交
流
へ
の
関
心
は

高
ま
り
を
見
せ
る

　

東
北
と
北
海
道
、両
地
域
に
お
け
る
現
状

の
「
主
な
取
引
地
域
」に
つ
い
て
聞
い
て
み

た
と
こ
ろ
（
図
１
）東
北
の
企
業
で
は
「
東

北
（
26
・
５
％
）」、「
県
内
の
み
（
22
・
２
％
）」

を
あ
わ
せ
た
東
北
地
域
内
で
の
取
引
が
48
・

７
％
で
最
も
多
く
、次
い
で
「
関
東
（
17
・

４
％
）」、「
北
海
道
（
８・
０
％
）と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
、北
海
道
の
企
業
で
は
、「
道
内
の
み

（
48
・
３
％
）」が
最
も
多
く
、「
関
東
（
15
・

５
％
）」、「
東
北
（
11
・
４
％
）」の
順
と
な
っ

て
お
り
、“
主
な
取
引
先
”と
い
う
視
点
で
は

両
地
域
と
も
に
域
内
が
半
数
近
く
を
占
め
、

地
域
間
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
全
体
の
１
割
前
後

に
と
ど
ま
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、「
現
在
行
っ
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
交

流
」に
つ
い
て
は
（
図
２
）「
交
流
し
て
い
る
」

が
東
北
で
２
３
８
件
（
26
・
７
％
）、北
海
道

で
２
７
７
件
（
26
・
９
％
）と
な
っ
て
お
り
、

ま
た
、「
機
会
が
あ
れ
ば
交
流
し
た
い
」の
回

答
が
東
北
で
２
４
８
件
（
27
・
９
％
）、北
海

道
で
３
０
７
件
（
29
・
８
％
）が
「
機
会
が
あ

れ
ば
交
流
し
た
い
」で
あ
る
こ
と
か
ら
、両
地

域
と
も
約
６
割
の
企
業
が
、今
後
の
地
域
間

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
に
期
待
し
て
い
る
様
子
が
伺

え
ま
す
。

リサーチ
―Research―

両
地
域
の
約
６
割
が
今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
を
期
待
！

「
北
海
道・東
北
間
の
経
済
交
流
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

期　間 平成２４年６月～７月

対　象

東北六県・北海道の企業
１０，０００社

東　北 北海道

４，４４１社 ５，５５９社

回　答

１，９６２社

東　北 北海道

９２３社 １，０３９社

回収率 １９．６％

図２　東北・北海道との相互ビジネス交流について
東　　　北 北　海　道

件数 割合 件数 割合

　交流している ２３８件 ２６．７％ ２７７件 ２６．９％

　今のところしてないが、機会があれば交流したい ２４８件 ２７．９％ ３０７件 ２９．８％

　交流しておらず、当面その意向もない ３１４件 ３５．３％ ３５２件 ３４．２％

　過去に交流があったが、現在はない ４８件 ５．４％ ４２件 ４．１％

　その他 ４２件 ４．７％ ５１件 ５．０％

　有効回答数 890件 １００．０％ １，０29件 １００．０％

東　北

県内のみ
22.2％

東北
26.5％

近畿 6.0％
中国 3.8％

中部 6.0％

関東 17.4％

北海道 8.0％

北海道
九州・沖縄 4.2％

四国 3.5％
海外 2.4％

道内のみ
48.3％

近畿 7.3％
中国 4.0％

中部 6.8％

関東 15.5％

東北 11.4％

九州・沖縄 0.8％
四国 3.7％

海外 2.1％

図１「東北・北海道両地域における現状の主な取引先」
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課
題
は
「
距
離
」
と
「
情
報
不
足
」

北
海
道
新
幹
線
が
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
の
鍵
に

　

両
地
域
に
お
い
て
、多
数
の
企
業
が
ビ
ジ

ネ
ス
交
流
に
前
向
き
な
考
え
を
示
す
中
、「
東

北
・北
海
道
企
業
と
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
す
る
場

合
の
課
題
」に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
（
図

３
）、両
地
域
と
も
に
最
も
多
か
っ
た
の
が「
距

離
が
あ
る
こ
と
で
輸
送
時
間
・コ
ス
ト
営
業

活
動
に
時
間
が
か
か
る
（
東
北
49
・
８
％
、

北
海
道
44
・
３
％
）」、次
い
で
「
受
発
注
等
に

関
す
る
情
報
不
足
（
東
北
16
・
８
％
、北
海

道
22
・
４
％
）」と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
自
社
製
品
・サ
ー
ビ
ス
の
Ｐ
Ｒ
機
会

の
不
足
（
東
北
10・７
％
、北
海
道
11・０
％
）」

と
い
う
回
答
を
見
て
も
、双
方
と
も
に
、現
在

の
距
離
の
問
題
が
商
談
や
実
際
の
取
引
の
障

壁
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、北
海
道
新
幹
線
が
、こ
れ

ら
の
課
題
解
消
に
つ
な
が
る
ひ
と
つ
の
大
き

な
鍵
を
握
る
と
目
さ
れ
る
こ
と
か
ら
「
新
函

館
開
業
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
交
流

の
変
化
」に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、両
地
域

と
も
に
多
く
の
企
業
が
「
良
く
な
る
（
東
北

68
・
９
％
、北
海
道
64
・
０
％
）」と
回
答
し
て

お
り
、期
待
さ
れ
る
具
体
的
な
効
果
に
つ
い

て
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
が
新
た
に
始
ま
る（
東

北
26
・
５
％
、北
海
道
24
・
４
％
）」、「
情
報

交
換
が
進
む
（
東
北
24
・
４
％
、北
海
道
20
・

８
％
）」、営
業
活
動
が
し
や
す
く
な
る
（
東
北

15
・
１
％
、北
海
道
18
・
３
％
）」な
ど
が
上
位

に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、「
札
幌
開
業
へ

の
期
待
度
」に
つ
い
て
も
、東
北
で
60
・
７
％
、

北
海
道
で
59
・
１
％
が
「
期
待
し
て
い
る
」と

回
答
し
て
お
り
、ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
の
可
能
性

に
、多
く
の
企
業
が
期
待
を
寄
せ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

マ
ッ
チ
ン
グ
の
近
道
は

両
者
の
ニ
ー
ズ
把
握
か
ら

　
ビ
ジ
ネ
ス
の
交
流
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
お
互
い
の
ニ
ー
ズ
を
い
か
に
満
た
せ
る
か

が
重
要
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
「
売
り

た
い
」、「
買
い
た
い
」製
品
・商
品
・サ
ー
ビ
ス

等
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、ま
ず
、北
海
道

の
企
業
が
「
東
北
か
ら
買
い
た
い
」も
の
と

し
て
、「
日
本
酒
（
地
酒
）」や
「
農
水
産
品
・

加
工
品
」な
ど
71
件
の
品
目
が
あ
げ
ら
れ
ま

し
た
。こ
れ
に
対
し
、東
北
の
企
業
が
「
北
海

道
の
企
業
に
売
り
た
い
」と
考
え
て
い
る
も

の
で
は
、「
日
本
酒
」や
「
農
水
産
品・加
工
品
」

に
加
え
、「
機
械
・金
属
製
品
及
び
技
術
」、「
団

体
旅
行
・修
学
旅
行
関
連
」な
ど
１
９
０
件
の

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
見
る
と
、「
日
本
酒
」や
「
農

水
産
品
・
加
工
品
」に
つ
い
て
は
既
に
、買
い

た
い
・売
り
た
い
の
意
識
に
合
致
が
見
ら
れ
、

す
ぐ
に
で
も
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ

せ
そ
う
で
す
。「
機
械
・金
属
製
品
及
び
技
術
」

や
「
団
体
旅
行
・修
学
旅
行
関
連
」に
つ
い
て

は
、前
述
し
た
と
お
り
情
報
不
足
が
、北
海
道

側
の
ニ
ー
ズ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
ひ
と
つ

の
要
因
と
も
考
え
ら
れ
、東
北
の
製
造
業
の

実
態
や
、ま
つ
り
・史
跡
を
は
じ
め
と
し
た
観

光
資
源
な
ど
、ア
ピ
ー
ル
の
弱
か
っ
た
分
野

の
情
報
を
き
め
細
か
く
発
信
し
て
い
く
こ
と

が
、今
後
の
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
の
可
能
性
に
広

が
り
を
持
た
せ
る
鍵
を
握
り
そ
う
で
す
。

　

本
調
査
で
は
「
今
後
、交
流
促
進
に
向
け

て
商
工
会
議
所
に
期
待
す
る
活
動
」に
つ
い

て
も
聞
い
て
い
ま
す
が
、「
商
談
会
・展
示
会
・

交
流
会
な
ど
の
開
催
」、「
情
報
提
供
」、「
製
品

の
紹
介
・
企
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
」が
上
位
を

占
め
ま
し
た
。こ
う
し
た
意
見
を
受
け
、両
商

工
会
議
所
連
合
会
で
は
、前
述
の
ニ
ー
ズ
を

捉
え
た
個
別
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
事
に
加

え
、９
月
に
は
北
海
道
・東
北
の
企
業
情
報
交

流
サ
イ
ト
「
北
海
道
・東
北
む
す
ぶ
ネ
ッ
ト
」

を
開
設
。

http://w
w
w
.m
usubunet.jp

　
両
地
域
の
企
業
情
報
を
、「
地
域
別
」、「
業
種

別
」で
検
索
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
手
軽
に
情
報

を
入
手
で
き
る
仕
組
み
を
整
え
ま
し
た
。

　
当
所
で
も
、会
員
交
流
会
や
商
談
会
な
ど
、

企
業
の
販
路
拡
大
へ
の
支
援
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、今
後
は
、本
調
査
結
果
を
参
考

に
し
な
が
ら
、各
地
の
商
工
会
議
所
と
連
携

し
、東
北
・
北
海
道
の
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
促
進

と
、マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

東　北

受発注等に
関する
情報不足
16.8％

自社製品・
サービスの
PR機会の不足
10.7％

自社製品・
サービスの
PR機会の不足
11.0％

需要があまり
見込めないこと
15.1％

北海道

受発注等に
関する
情報不足
22.4％

距離があることで
輸送時間・コスト
営業活動に時間が
かかる点
44.8％

距離があることで
輸送時間・コスト
営業活動に時間が
かかる点
49.8％

需要があまり
見込めないこと
14.7％

その他 7.9％その他 7.8％

図３「ビジネス交流の課題点」


